受難節第1主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年2月22日
「いと小さき者へ」
イザヤ書61章1～4節
61:1 主はわたしに油を注ぎ／主なる神の霊がわたしをとらえた。わたしを遣わして／貧しい人に良い知らせを伝えさせるために。打ち砕かれた心を包み／捕らわれ人には自由を／つながれている人には解放を告知させるために。
 61:2 主が恵みをお与えになる年／わたしたちの神が報復される日を告知して／嘆いている人々を慰め
 61:3 シオンのゆえに嘆いている人々に／灰に代えて冠をかぶらせ／嘆きに代えて喜びの香油を／暗い心に代えて賛美の衣をまとわせるために。彼らは主が輝きを現すために植えられた／正義の樫の木と呼ばれる。
 61:4 彼らはとこしえの廃虚を建て直し／古い荒廃の跡を興す。廃虚の町々、代々の荒廃の跡を新しくする。

ルカによる福音書4章16～30節
4:16 イエスはお育ちになったナザレに来て、いつものとおり安息日に会堂に入り、聖書を朗読しようとしてお立ちになった。
 4:17 預言者イザヤの巻物が渡され、お開きになると、次のように書いてある個所が目に留まった。
 4:18 「主の霊がわたしの上におられる。貧しい人に福音を告げ知らせるために、／主がわたしに油を注がれたからである。主がわたしを遣わされたのは、／捕らわれている人に解放を、／目の見えない人に視力の回復を告げ、／圧迫されている人を自由にし、
 4:19 主の恵みの年を告げるためである。」
 4:20 イエスは巻物を巻き、係の者に返して席に座られた。会堂にいるすべての人の目がイエスに注がれていた。
 4:21 そこでイエスは、「この聖書の言葉は、今日、あなたがたが耳にしたとき、実現した」と話し始められた。
 4:22 皆はイエスをほめ、その口から出る恵み深い言葉に驚いて言った。「この人はヨセフの子ではないか。」
 4:23 イエスは言われた。「きっと、あなたがたは、『医者よ、自分自身を治せ』ということわざを引いて、『カファルナウムでいろいろなことをしたと聞いたが、郷里のここでもしてくれ』と言うにちがいない。」
 4:24 そして、言われた。「はっきり言っておく。預言者は、自分の故郷では歓迎されないものだ。
 4:25 確かに言っておく。エリヤの時代に三年六か月の間、雨が降らず、その地方一帯に大飢饉が起こったとき、イスラエルには多くのやもめがいたが、
 4:26 エリヤはその中のだれのもとにも遣わされないで、シドン地方のサレプタのやもめのもとにだけ遣わされた。
 4:27 また、預言者エリシャの時代に、イスラエルには重い皮膚病を患っている人が多くいたが、シリア人ナアマンのほかはだれも清くされなかった。」
 4:28 これを聞いた会堂内の人々は皆憤慨し、
 4:29 総立ちになって、イエスを町の外へ追い出し、町が建っている山の崖まで連れて行き、突き落とそうとした。
 4:30 しかし、イエスは人々の間を通り抜けて立ち去られた。
1 　
　　「いつものとおり」イエス様は生まれ故郷の村ナザレがあるガリラヤ地方でユダヤ教の会堂に伝道に行かれました。いつものように聖書を朗読し、説教をし、癒しの奇跡を行われていました。そして、そのことを通してイエス様を歓迎し、神様を褒めたたえていました。気づいたらイエス様はガリラヤ中で有名人になっていました。
　　そんなイエス様がガリラヤの中でまさに生まれ故郷の村であるナザレに来られました。イエス様は他のガリラヤでの会堂で同じように、「いつものとおり」礼拝において聖書を朗読されたのです。
　　イエス様にとっては「いつものとおり」しかし、ナザレの人々は「あの大工ヨセフの息子が立派になって帰って来た」「ここはあいつの生まれ故郷だから、カファルナウムなどほかの町や村で行ったよりも必ずより多くの奇跡を行ってくれるに違いない」まるで地元出身の希望の星が凱旋したように、故郷だから、地元だからとイエス様を幼いころからよく知っているだけにナザレの人々はイエス様の一挙手一投足に勝手に期待をしていました。地元びいきではないですが、気持ちは分からなくもありません。自分たちがよく知るイエスだから、ここ故郷でより多くの奇跡を行ってくれて当然と完全に人の思いでイエス様の姿を見、語る言葉を聞くのです。
　　イエス様は預言者イザヤの巻物を手渡されます。「お開きになると、次のように書いてある箇所が目に留まった」のです。ここだけ読みますと、偶然開いたのが「主の霊が」で始まるイザヤ書61章であり、イエス様はたまたま目に留まった箇所を読んだだけのように思えます。でも、「目に留まる」と訳されている元の言葉は「見つける」と言う意味の言葉です。イエス様は山上の説教で「求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。」とおっしゃいました（マタイ7：7）。この「探しなさい。そうすれば、見つかる」の「見つかる」とルカ福音書の「目に留まる」は同じ言葉です。ですから、イエス様はイザヤ書の巻物を渡されて偶然開いた箇所が61：1～だったのではなくて、渡されたイザヤ書の巻物から61：1～の言葉を探したのです。必死に探した。そうして「見つけた」それが、イザヤ書61：1～の言葉でした。
　　「主の霊がわたしの上におられる。貧しい人に福音を告げ知らせるために、／主がわたしに油を注がれたからである。主がわたしを遣わされたのは、／捕らわれている人に解放を、／目の見えない人に視力の回復を告げ、／圧迫されている人を自由にし、
 　　主の恵みの年を告げるためである。」
　　　そう、これこそがイエス様が必死に探して見つけ出してどうしても語りたいことでした。そして言われます。「この聖書の言葉は、今日、あなたがたが耳にしたとき、実現した」

2 
　　ナザレの人々はイエス様の言葉に驚きつつイエス様を褒めるのです。「ヨセフの息子がこんな恵み深いことを言う程立派になった」と。そして、自分たちを優遇してくれることに大きな期待をもって次の言葉を待つのです。
　　しかし、23節以下のイエス様の言葉は、ナザレの人々が期待していたものとは全く異なっていました。「預言者は、自分の故郷では歓迎されないものだ。」そう言われて、旧約聖書列王記上17：1～24に記されている預言者エリヤとシドン地方サレプタの貧しいやもめの物語を語りました。さらに列王記下5：1～19に記されている預言者エリシャと重い皮膚病を患ったシリア人ナアマンの物語を語りました。
　　この二つの物語に共通しているのはシドン地方サレプタの貧しいやもめも重い皮膚病を患ったシリア人ナアマンもいわゆる異邦人であるということです。イスラエルで大飢饉が起き多くのユダヤ人が困っている、イスラエルで重い皮膚病を患っている多くのユダヤ人がいる、しかしエリヤもエリシャもユダヤ人には遣わされないで異邦人であるやもめのもとにナアマンのもとに遣わされて彼らを助けたということです。
　　当然ユダヤ人であるナザレの人々はこの二つの物語を聞かされて、なぜユダヤ人でなく異邦人を救った物語を語るのか、我々よりも罪に満ち救いから遠く離れている異邦人が大事なのかと自分たちが期待したことをイエス様が語らなかったためにナザレの人々は大激怒します。そしてイエス様を崖から突き落とそうとするのです。しかし、イエス様は彼らの間をすり抜けて立ち去るのです。

3 
　人の思いと神の思いのすれ違い。何かそのようなことを思わせられる聖書箇所です。私たちこそが優遇されるべきだ、私たちこそが神様に愛されるべきだ、愛されて当然だ。そんな傲慢な思いでイエス様の説教を聞くナザレの人たちです。その耳に入るのはなんと耳障りな言葉であるか。ユダヤ人でなく異邦人が優遇される。私たちのよく知っているイエスはなぜこんなことを言うのか。人の思いでイエス様の説教を聞くナザレの人々にはイエス様の語る言葉が神の言葉には聞こえないのです。神様が聖書を通して何を伝えようとしておられるのか。人の思いが優先される時、神の言葉は耳障りな雑音、聞きたくもない小言と化してしまうのでしょう。
　イエス様はなぜサレプタの貧しいやもめの話とシリア人ナアマンの話をされたのでしょう。サレプタの貧しいやもめのもとに預言者エリヤが遣わされます。やもめと会ったエリヤは自分に水とパンを持って来てほしいと願います。やもめは「わたしにはパンなどありません。ただ壺の中に一握りの小麦粉と、瓶 (かめ)の中にわずかな油があるだけです。これで食べ物を作って食べてしまえば私と息子はあとは死を待つのみです。」困惑する彼女にエリヤは「主が地の面に雨を降らせる日まで　壺の粉は尽きることなく　瓶 (かめ)の油はなくならない」神はこう言われる。神の言葉を信じて私に小さいパン菓子を作って持ってきなさい。やもめは神の言葉を信じてエリヤの言葉どおりにしました。すると彼女も息子もエリヤも食べ物に事欠きませんでした。「主がエリヤによって告げられた御言葉の通り、壺の粉は尽きることなく、瓶 (かめ)の油もなくならなかった。」と列王記上17章16節に記されてあります。
　もう食べ物がない、どうしよう、あとは死ぬのを待つのみ、なのにエリヤはそのわずかな食糧でパンを作れと命じる。そのエリヤは神の言葉を信ぜよ、神に信頼せよと命じたのです。貧しいやもめは神様の言葉を信じたのです。もう何もない。もう神様の言葉に信じて委ねるしかない。そしてどこまでも神様の言葉を信じて委ねた。神様はそんな彼女を豊かに祝福して下さった。ユダヤ人か異邦人か関係ない。ただ、自らの貧しさ飢え渇きを自覚して神様の言葉を信じて委ねた女性の物語をイエス様は語られました。
　シリア人ナアマンは重い皮膚病で苦しんでいました。彼は預言者エリシャのもとを訪ねます。エリシャは「ヨルダン川に行って七度身を洗いなさい。そうすれば、あなたの体は元に戻り清くなる」と言いました。ナアマンは最初はエリシャの言葉に憤慨して立ち去りますが、彼の家来の助言によってエリシャの言葉どおり行いました。
　列王記下5：14には「ナアマンは神の人の言葉どおりに下って行って、ヨルダンに七度身を浸した。彼の体は元に戻り、小さい子供の体のようになり、清くなった。」と記されています。ナアマンは神様の言葉を信じて委ねたのです。そうすることで彼の病が癒されたのです。ナアマンもまた自らの汚れ、自らの貧しさを自覚して神様の言葉を信じて委ねたのです。ユダヤ人も異邦人も関係ない。自らの貧しさ弱さ小ささを自覚し、神の言葉なしでは生きることができないと神様の言葉に信頼して委ねるそのような者に神様は大きな恵みを与えてくださるのです。
　貧しいやもめもナアマンもナザレの人たちと対極にある姿です。神様を求め神様の言葉に信頼して委ねて歩む、そのような者こそが神様に喜ばれる歩みであるのです。そしてイエス様はそのような貧しい人、捕らわれている人、目の見えない人、圧迫されている人、そのような人たちにこそ福音を告げ知らせるために神様から遣わされたのです。
　貧しい人というのは経済的に貧しいという意味もありますが、山上の説教でイエス様は「心の貧しい人々は幸いである」とおっしゃられたように、自分は本当に小さく愚かで罪深く汚れた者であり神様の言葉なしには生きることができないことを自覚している人の事です。私は何もできない、神様の言葉を信じて委ねて生きるしかできない、そのことを自覚しているいと小さき者のことです。イエス様はいと小さき者のためにこそこの地上に遣わされた救い主なのです。神様はいと小さき者こそ愛して下さるのです。
　詩編51編19節にこのような言葉があります。
「しかし、神の求めるいけにえは打ち砕かれた霊。打ち砕かれ悔いる心を／神よ、あなたは侮られません。」　
神様がお求めになるのは打ち砕かれて悔いる心です。私は本当に神様の前に多くの罪を犯してしまう愚かなものです。どうしようもないものです。こんな私の罪を赦してください。私はあなたの助けが必要なのです。こんな愚かで小さな私に御言葉を下さい。私を慰め励ましてください。そのような自らがいと小さき者であることを自覚して神様の言葉を求め神様に信頼する心を神様は求めておられるのです。

4 　
　イエス様の言葉を聞いて自分たちの思った通りに語らなかったことで怒りに燃えてイエス様を殺そうとしたナザレの人々でした。イエス様はそんな彼らの間を通り抜けて「立ち去られました」。この「立ち去る」という言葉は先週の説教で読みました9：51で「イエスは、天に上げられる時期が近づくと、エルサレムに向かう決意を固められた」の「向かう」と同じ言葉なのです。それは、イエス様はナザレの人々の間を通り抜けてエルサレムに向かう、もちろんすぐにエルサレムに向かうのではありませんが、その時が来たらエルサレムに向かう歩みを進める、つまり十字架への歩みを進めるということです。
ナザレの人々はイエス様の言葉を聞いて憤慨しました。その姿は貧しいやもめやナアマンとは対照的です。いと小さき者と思えません。でも、イエス様はそのようなナザレの人はほったらかしにされるかと言うと決してそうではないでしょう。そんなナザレの人たちのためにも十字架への道を歩んで下さったのです。人の思いを優先させて神様の言葉を受け入れようとしない、拒絶して聞く耳を持たない、それは神様の言葉を求めるいと小さき者とは対照的な姿に思えます。でも、イエス様はそんな人々のためにも十字架にかかってくださったのです。イエス様を拒絶して受け入れない。神の言葉を神の言葉として聞こうとしない。自分の思いばかり優先する。そんな人々のためにもイエス様は十字架への道を歩んで下さったのです。
　イエス様は気づいて欲しかったのではないでしょうか。イエス様の言葉に人と思いを優先させて思い通りの事を語ってくれないことで憤慨するナザレの人たち、そんなナザレの人たちも心の底では神様の言葉を必要とする、神様の言葉なしでは生きられない、弱く貧しく小さいものであることを。「人はパンのみに生きるにあらず、神の言葉によって生きる」誰もが神様の言葉になしでは生きられない弱く小さく貧しいものである。いと小さき者それはナザレのあなたたちなのだ。私はあなたたちのために十字架にかかるために神様から遣わされたのだ。そのことにイエス様は気づいて欲しかったのではないかと思います。他の人の事ではない、私の事。今、ここで生きる私の事である。今ここで生きる私のためにイエス様は十字架にかかってくださった。私の罪の贖いのために十字架にかかってくださった。はるか昔2000年前の事ではない、今ここで、今日ここでの出来事である。
　イエス様がイザヤ書の中から探して見つけ出してくださったのは今ここで私たちに語るためです。ナザレの人たちの姿は私たちの姿です。私たちいと小さき者のために罪に満ちた弱く小さな私たちのために十字架にかかるためにイエス様はこの地上に遣わされたのです。イエス様は私たちのために十字架にかかってくださり、死から甦ってくださったのです。
私たちは受難節のこの時、共に主の十字架を見上げて、主の御受難を覚えつつ祈りつつ歩んでいきましょう。
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